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全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！！

を

貸
会
議
室・貸
ホ
ー
ル

　
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
の
ご
案
内

　
見
や
す
さ・使
い
や
す
さ
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、補
助
金
や
支
援
施
策
、セ
ミ
ナ
ー

情
報
を
分
か
り
や
す
く
整
理
し
、必
要
な
情
報
へ
迅
速
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
構
成
へ
刷
新
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
対
応
し
、利
便
性
を
高
め
な
が
ら
情
報
発
信
を
強
化
し
、会
員
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
。

栃
木
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

今月のトピックス
２
Ｐ　
・
通
常
議
員
総
会
開
催

３
Ｐ　
・
令
和
８
年
度
事
業
計
画
概
要
・
収
支
予
算

４
Ｐ　
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
開
催
間
近
！

　
　
　
・
補
助
金
情
報

５
Ｐ　
・
令
和
８
年
度
会
費
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

チ
ラ
シ
・
サ
リ
バ
チ
ェ
ッ
カ
ー

■
メ
リ
ッ
ト

・
24
時
間
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
空
き
状
況
照
会

時
間
や
場
所
を
問
わ
ず
、
最
新
の
空
き
状
況
を
カ
レ
ン
ダ
ー
で
即

座
に
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

・
予
約
手
続
き
の
簡
略
化
と
誤
認
防
止

オ
ン
ラ
イ
ン
で
必
要
事
項
を
入
力
す
る
だ
け
で
予
約
が
完
結
。
手

続
き
の
手
間
を
大
幅
に
削
減
し
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
貸
会
議
室
・
貸
ホ
ー
ル
の
ご
利
用
に
あ
た
り
、
事
務

手
続
き
簡
素
化
と
利
便
性
向
上
を
目
的
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約

シ
ス
テ
ム
「
カ
シ
カ
イ
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

ス
ム
ー
ズ
に
ご
予
約
い
た
だ
け
る
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

栃
木
商
工
会
議
所
で
は
こ
の
た
び
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま

し
た
。
今
回
の
刷
新
で
は
、
会
員
事
業
所
の

皆
様
が
必
要
な
情
報
へ
迅
速
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
、
全
体
の
構
成
や
デ
ザ
イ
ン
を
抜

本
的
に
見
直
し
ま
し
た
。
補
助
金
・
支
援
施

策
、
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
の
案
内
、
各
種
相

談
事
業
な
ど
、
日
々
の
経
営
に
役
立
つ
情
報

を
分
か
り
や
す
く
整
理
し
、
目
的
に
応
じ
て

探
し
や
す
い
構
成
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

な
ど
多
様
な
デ
バ
イ
ス
に
対
応
し
、
外
出
先

や
移
動
中
で
も
快
適
に
閲
覧
で
き
る
環
境
を

整
備
し
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
必
要
な
情
報

を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
内

事
業
者
の
取
り
組
み
や
地
域
資
源
の
魅
力
発

信
に
も
力
を
入
れ
、
地
域
内
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
情
報
発
信
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
と
利
便

性
の
向
上
に
努
め
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て

「
使
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
と
な
る
よ
う
継

続
的
な
改
善
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
日
々
の
情
報
収
集
や
事
業
活
動
に
、

本
サ
イ
ト
を
積
極
的
に
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＜カシカイＱＲ＞

【
問
い
合
わ
せ
先
】  

総
務
課　

℡
23
-3
1
3
1
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令
和
７
年
度 

通
常
議
員
総
会
を
開
催

（
令
和
８
年
度
事
業
計
画・収
支
予
算
が
決
定
）

令
和
７
年
度 

常
議
員
会
を
開
催

県
商
工
会
議
所
連
合
会 

臨
時
総
会
に
参
加

　

３
月
24
日
、
市
内
に
お

い
て
、
役
員
議
員
50
名
の

出
席
の
も
と
、
通
常
議
員

総
会
を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
荒
金
会
頭

よ
り
「
現
在
の
経
済
情
勢

は
、
中
東
に
お
け
る
軍
事

的
緊
張
の
高
ま
り
に
よ
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
高
騰

し
、
企
業
活
動
や
国
民
生

活
へ
の
影
響
が
で
て
き
て

い
る
。
先
行
き
不
透
明
な

時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

地
域
の
経
済
団
体
と
し
て

の
会
議
所
の
役
割
は
、
一

層
重
要
に
な
っ
て
お
り
、

会
員
企
業
の
実
情
を
的
確

に
把
握
し
、
そ
の
声
を
行

政
や
関
係
機
関
に
対
し
的

確
に
届
け
て
い
く
と
と
も

に
、
経
営
支
援
や
人
材
確

保
支
援
な
ど
、
具
体
的
か

つ
実
効
性
の
あ
る
取
り
組

み
を
着
実
に
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
令
和
８
年
度
の
当

会
議
所
は
、
不
安
定
な
外

部
環
境
に
左
右
さ
れ
に
く

い
、
持
続
可
能
な
地
域
経

済
の
構
築
に
向
け
、
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
高
付
加
価
値
の
取

り
組
み
や
、
地
域
内
経
済
循

環
の
強
化
な
ど
、
中
小
・
小

規
模
事
業
者
へ
の
支
援
対
策

を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い

る
。」
と
挨
拶
。
そ
の
後
の

議
事
は
、
荒
金
会
頭
が

議
長
と
な
り
議
事
進
行

し
た
。

　

最
初
に
、
報
告
事
項

と
し
て
、
令
和
７
年
度

新
規
会
員
の
入
会
の
件

と
、
優
良
従
業
員
表
彰
、

青
年
部
規
則
の
一
部
改

正
、
各
委
員
会
と
議
員

団
幹
事
会
の
活
動
状
況

が
報
告
さ
れ
た
。
続
い

て
の
議
案
審
議
で
は
、

令
和
７
年
度
収
支
変
更

予
算
（
案
）、
令
和
８
年

度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
（
案
）
に
つ
い
て
慎

重
に
審
議
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

※
令
和
８
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
に
つ
い

て
は
、
３
Ｐ
参
照

　

３
月
13
日
、
当
所
に
お
い
て
、

役
員
19
名
の
出
席
の
も
と
、
常
議

員
会
を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
各
委
員
会
と
議
員

団
幹
事
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
議
案

審
議
で
は
、
新
規
会
員
の
入
会
承

認
の
件
と
優
良
従
業
員
表
彰
者
の

承
認
の
件
、
令
和
７
年
度
収
支
変

更
予
算
（
案
）、
令
和
８
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
（
案
）、
青
年
部

規
則
の
一
部
改
正
の
件
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り

承
認
さ
れ
、
３
月
24
日
開
催
の
通

常
議
員
総
会
に
上
程
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

３
月
13
日
、
宇
都
宮
市
内
に
お

い
て
、（
一
社
）
栃
木
県
商
工
会
議

所
連
合
会　

令
和
７
年
度
臨
時
総

会
が
開
催
さ
れ
、
執
行
部
が
出
席

し
た
。

　

総
会
は
、
喜
谷
県
連
会
長
（
宇

都
宮
商
工
会
議
所
会
頭
）
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
令
和
８
年
度
以
降
の

県
連
委
員
会
、
令
和
８
年
度
事
業

計
画
（
案
）、
一
般
会
計
収
支
予
算

（
案
）、
特
別
会
計
収
支
予
算
（
案
）、
会
費
負
担
額
（
案
）

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
厚
生

労
働
省
栃
木
労
働
局
長　

川
口
秀
人
氏
に
よ
り
、「
次
年
度

に
お
け
る
労
働
行
政
の
推
進
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
話

さ
れ
た
。
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会費収入
8%

事業収入
14%

補助金収入
16%

会館
収入
3%

共済収入
38%

繰入金
10%

繰越金
11%

事業費
56%

管理費
31%

会館管理費
5%

積立金
1%

繰出金
7%

収
入
の
部

支
出
の
部

令
和
８
年
度
事
業
計
画
概
要（
新
規
・
重
点
事
業
抜
粋
）

未
来
へ
の
投
資
と
挑
戦
を
加
速
さ
せ
、次
代
に
誇
れ
る
活
力
あ
る
地
域
経
済
を
確
立
す
る

令和８年度 収支予算　予算額4億5400万円

 

会
員
事
業
所
の
経
営
力
向
上
の
支
援
（
稼
ぐ
力
を
強
化
す
る
た
め
に
）

１
．
会
員
事
業
所
の
稼
ぐ
力
の
強
化
支
援

⑴
新
た
な
事
業
展
開
や
産
業
創
出
な
ど
に
よ
る
付
加
価
値
の
創
出
支
援

⑵
Ａ
Ｉ
等
を
活
用
し
た
Ｄ
Ｘ
推
進
の
支
援

⑶
投
資
拡
大
や
省
力
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
取
組
支
援

２
．
若
者
・
女
性
を
惹
き
つ
け
る
良
質
な
雇
用
の
創
出

⑴
良
質
で
付
加
価
値
の
高
い
創
業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
支
援

３
．
賃
上
げ
モ
メ
ン
タ
ム
の
継
続
に
向
け
た
取
組
み
支
援

⑴
持
続
的
な
賃
上
げ
を
可
能
と
す
る
価
格
交
渉
力
向
上
の
支
援

⑵
中
小
受
託
取
引
適
正
化
法
に
基
づ
く
取
引
支
援

⑶
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
の
宣
言
企
業
数
の
拡
大

⑷
価
格
転
嫁
の
進
展
に
向
け
た
支
援

４
．
経
営
力
向
上
支
援
事
業
等
の
実
施
（
経
営
改
善
及
び
経
営
発
達
支
援

　
　
事
業
）

⑴
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
の
強
化
支
援

⑵
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
後
押
し
す
る
多
様
な
資
金
調
達
の
支
援

⑶
関
係
機
関
と
連
携
し
た
事
業
引
継
ぎ
の
支
援

５
．Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
の
推
進

⑴
関
係
機
関
と
連
携
し
た
省
エ
ネ
・
脱
炭
素
の
取
組
み
支
援

６
．
地
域
経
済
動
向
関
連
調
査
の
効
果
的
な
活
用
促
進

 

産
業
振
興
事
業
の
推
進
（
稼
ぐ
産
業
を
育
成
す
る
た
め
に
）

１
．
新
た
な
需
要
の
開
拓
に
寄
与
す
る
事
業
の
実
施

⑴
地
域
資
源
等
を
活
用
し
た
商
品
（
サ
ー
ビ
ス
）
の
磨
き
上
げ
と
稼
ぐ
力

　

の
向
上
支
援

⑵
海
外
展
開
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
活
用
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
等
関
係
機
関
と
の
連

　

携
支
援 

２
．
人
手
不
足
へ
の
対
応
等
支
援
事
業
の
実
施

⑴
新
規
学
卒
者
等
の
管
内
企
業
へ
の
採
用
支
援

⑵
中
小
企
業
等
に
お
け
る
採
用
に
関
す
る
情
報
発
信
の
強
化

⑶
外
国
人
材
の
確
保
や
女
性
活
躍
を
取
り
組
む
事
業
者
支
援

３
．
人
材
育
成
等
支
援
事
業
の
実
施

⑴
働
き
方
改
革
推
進
の
啓
発
と
実
行
支
援

⑵
教
育
機
関
と
の
連
携
促
進

４
．
産
業
立
地
等
の
社
会
基
盤
整
備
に
よ
る
産
業
振
興
の
促
進

 

地
域
振
興
事
業
の
推
進
（
地
域
経
済
の
好
循
環
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
）

１
．
人
と
企
業
が
輝
く
地
域
の
創
造

⑴
公
民
共
創
（
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
）
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

２
．
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
等
の
推
進

⑴
魅
力
あ
る
地
域
の
創
出
推
進

  

①
東
京
都
心
・
羽
田
空
港
直
通
電
車
の
実
現
に
向
け
た
事
業
の
推
進

⑵
賑
わ
い
創
出
事
業

  

①
精
霊
鎮
魂
「
線
香
花
火
」
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
の
推
進

  

②
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
及
び
市
民
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
の
推
進

⑶
観
光
振
興
等
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
推
進

  

①
地
域
団
体
商
標
等
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
の
強
化
・
魅
力
度
向
上
の

　

  

推
進

３
．
地
域
間
連
携
に
よ
る
経
済
好
循
環
の
推
進

⑴
小
山
商
工
会
議
所
と
の
交
流
会
議
の
実
施

⑵
市
内
商
工
会
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
の
取
組
み
推
進

 

政
策
提
言
等
要
望
の
推
進
（
事
業
者
の
成
長
・
発
展
の
た
め
に
）

１
．
会
員
に
対
す
る
提
言
要
望
事
項
の
調
査
研
究

２
．（
一
社
）
栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会
・
栃
木
市
商
工
経
済
団
体
連
絡　

　
協
議
会
と
の
連
携
推
進

３
．
政
策
提
言
力
を
強
化
し
た
要
望
活
動
の
実
施

⑴
賃
上
げ
原
資
確
保
に
向
け
た
税
制
の
延
長
･
拡
充
･
創
設
に
関
す
る
要
望

⑵
付
加
価
値
の
創
造
を
後
押
し
す
る
産
業
振
興
策
や
事
業
者
支
援
策
に
関

　

す
る
要
望

⑶
取
引
適
正
な
ど
公
正
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
に
関
す
る
要
望

⑷
生
産
性
向
上
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
・Ｄ
Ｘ
推
進
に
関
す
る
要
望

⑸
公
民
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
要
望

⑹
都
市
基
盤
の
整
備
・
促
進
に
関
す
る
要
望

⑺
観
光
振
興
に
関
す
る
要
望

 

商
工
会
議
所
の
組
織
・
機
能
強
化
（
地
域
の
成
長
を
牽
引
す
る
た
め
に
）

１
．
組
織
並
び
に
財
政
基
盤
強
化　

⑴
新
規
会
員
の
加
入
促
進 

⑵
各
種
共
済
・
保
険
制
度
の
促
進 

２
．
危
機
管
理
強
化
及
び
環
境
対
策
の
推
進

⑴
不
測
の
事
態
に
備
え
た
会
議
所
機
能
の
強
化 

３
．
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
会
員
交
流
事
業
の
拡
充
・
強
化

⑴
会
員
交
流
会
等
福
利
厚
生
事
業
に
よ
る
会
員
満
足
度
向
上
の
推
進 

４
．
情
報
発
信
力（
プ
レ
ゼ
ン
ス
）の
強
化
と
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
・Ｄ
Ｘ
化

　
　
の
推
進
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地
域
の
雇
用
や
産
業
を
支
え
る
小
規
模
事
業
者
等
の
生

産
性
向
上
と
持
続
的
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
小
規

模
事
業
者
等
が
直
面
す
る
制
度
変
更
等
に
対
応
す
る
た
め

の
販
路
開
拓
の
取
組
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
上
限
額
、
補
助
率　

50
万
円
（
補
助
率
２
／
３
）

■
特
例　

⑴
イ
ン
ボ
イ
ス
特
例　

50
万
円
上
乗
せ

　
　
　
　

⑵
賃
金
引
上
げ
特
例　

150
万
円
上
乗
せ

　
　
　
　

※
賃
金
引
上
げ
特
例
の
う
ち
、
赤
字
事
業
者
は

　
　
　
　
　

補
助
率
３
／
４

■
公
募
期
間　

３
月
６
日
（
金
）
〜
４
月
30
日
（
木
）
17
時

　

※
事
業
支
援
計
画
書
発
行
受
付
締
切

　
　

４
月
16
日
（
木
）

　

※
締
切
期
限
が
迫
っ
て
お
り
ま
す
！

　

※
詳
細
は
、
下
記
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

当
所
で
は
、新
入
社
員
や
若
手
社
員
を
対
象
に
、『
新
人
・

若
手
社
員 

定
着
・
戦
力
化
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
ほ
か
、
社
会
人
生
活
を
円
滑

に
過
ご
す
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
ス
ト
レ
ス

対
策
等
を
身
に
つ
け
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
日　

時　

４
月
21
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■
場　

所　

栃
木
商
工
会
議
所

■
対　

象　

新
入
社
員
・
若
手
社
員

■
定　

員　

30
名
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

会　

員
：
無
料

　
　
　
　
　

非
会
員
：
３
千
円

■
申
込
方
法　
Ｑ
Ｒ
ま
た
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
よ
り
チ
ラ
シ
を　

　
　
　
　
　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
上
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
労
務
雇
用
委
員
会　

開
催
日　

３
月
２
日　

出
席
者　

10
名

報
告
事
項

⑴
令
和
７
年
度
事
業
報
告

協
議
事
項

⑴
令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）

◆
産
業
振
興
委
員
会　

開
催
日 

３
月
３
日 

出
席
者 

７
名

報
告
事
項

⑴
令
和
７
年
度
事
業
報
告

協
議
事
項

⑴
令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）

⑵
産
業
振
興
に
関
す
る
課
題
事
項

の
調
査
研
究

◆
東
京
都
心
・
羽
田
空
港
直
通
乗

　
入
推
進
委
員
会　

開
催
日 

３
月
４
日 

出
席
者 

12
名

報
告
事
項

⑴
期
成
同
盟
会
の
活
動
報
告

⑵
令
和
７
年
度
事
業
報
告

協
議
事
項

⑴
令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）

◆
経
営
政
策
委
員
会　

開
催
日 

３
月
４
日 

出
席
者 

９
名

報
告
事
項

⑴
令
和
７
年
度
事
業
報
告

⑵
令
和
７
年
度
地
域
経
済
発
展
の

た
め
の
産
業
振
興
施
策
に
関
す

る
要
望
書
に
対
す
る
回
答
（
栃

木
市
）

⑶
第
62
回
栃
木
県
商
工
会
議
所
議

員
大
会
決
議
事
項
の
対
応
状
況

（
回
答
）

⑷
令
和
７
年
度 

栃
木
Ｙ
Ｅ
Ｇ
政
策

提
言
報
告

⑵
令
和
７
年
度
地
域
経
済
発
展
の

た
め
の
産
業
振
興
施
策
に
関
す

る
要
望
書
に
対
す
る
回
答
（
栃

木
市
）

⑶
第
62
回
栃
木
県
商
工
会
議
所
議

員
大
会
決
議
事
項
の
対
応
状
況

（
回
答
）

⑷
令
和
７
年
度 

栃
木
Ｙ
Ｅ
Ｇ
政
策

提
言
報
告

補
助
金
情
報

常
設
委
員
会
開
催
報
告

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
２

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
２

　

当
所
で
は
、
経
営
課
題
の
解
決

の
た
め
に
専
門
家
に
よ
る
相
談
会

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

　

日　

時　

５
月
７
日
㈭

　
　
　
　
　

６
月
２
日
㈫

　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　
　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

◆
知
的
財
産
権
相
談
会

　

日　

時　

５
月
８
日
㈮

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
（
公
財
）栃
木
県
産
業

　
　
　
　
　

振
興
セ
ン
タ
ー

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　

5
月
14
日
㈭

　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　

日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　
　
佐
野
支
店
国
民
生
活
事
業

◆
事
業
承
継
相
談
会

　

日　

時　

５
月
26
日
㈫

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　

栃
木
県
事
業
承
継

　
　
　
　
　
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

※
ご
相
談
の
際
に
は
、
事
前
に
ご

　

予
約
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　
　

 

℡
23
-３
１
３
２

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

専
門
家
相
談
会

協
議
事
項

⑴
令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）

⑵
令
和
８
年
度
（
第
63
回
）
栃
木

県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
提
言
・

要
望
事
項
（
案
）

◆
総
務
組
織
委
員
会　

開
催
日　

３
月
９
日　

出
席
者　

10
名

報
告
事
項

⑴
県
内
統
一
秋
季
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
結
果

⑵
令
和
７
年
度
優
良
従
業
員
表
彰

⑶
令
和
７
年
度
事
業
報
告

協
議
事
項

⑴
令
和
８
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
（
案
）

◆
ま
ち
づ
く
り
委
員
会　

開
催
日　

３
月
11
日　

出
席
者　

15
名

報
告
事
項

⑴
令
和
７
年
度
事
業
報
告

⑵
第
62
回
栃
木
県
商
工
会
議
所
議

員
大
会
決
議
事
項
の
対
応
状
況

（
回
答
）

⑶
青
年
経
営
者
会
事
業
報
告

協
議
事
項

⑴
令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）

◆
経
営
政
策
委
員
会
執
行
部
会
議

開
催
日　

３
月
17
日　

出
席
者　

４
名

協
議
事
項

⑴
令
和
８
年
度
（
第
63
回
）
栃
木

県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
提
言
・

要
望
事
項
（
最
終
案
）

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

開
催
間
近
！ 

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
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令和８年度「協会けんぽ」の保険料率のお知らせ

◎詳しい内容は協会けんぽホームページにてご確認ください。 
協会けんぽ栃木支部 ℡028-616-1691（音声案内４）

山車会館前広場の様子

※40歳から 64歳の方は、介護保険料率が加わります。

健康保険料率　　9.82％ → 9.82％ （±0.00％）
介護保険料率※　 1.59％ → 1.62％ （＋0.03％）
子ども・子育て支援金率　　0.23％ （新設）

令和7年度 令和8年度　中小企業等で働く方やそのご家族が加入している健
康保険「協会けんぽ栃木支部」の令和８年度の健康保
険料率は現在の 9.82％のまま据え置きに、介護保険料
率は現在の 1.59％から 1.62％へ引き上げとなります。
　また、新たに子ども・子育て支援金率 0.23％が設
けられております。変更時期は、健康保険料・介護保
険料は令和８年４月納付分から、子ども・子育て支援
金は令和８年５月納付分からとなります。

　

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
主
催
に
よ
る
「
小
江

戸
と
ち
ぎ
人
形
ま
つ
り
」
が
、５
月
５
日
（
火
・
祝
）

と
６
日
（
水
・
祝
）
の
２
日
間
、
と
ち
ぎ
山
車

会
館
前
広
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場

で
は
、
人
形
供
養
や
栃
っ
子
茶
屋
（
物
販
ブ
ー

ス
）、
福
引
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
と
ち
ぎ
蚤

の
市
、
ミ
ツ
ワ
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
通
り
が
同

時
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

A3
A－B

『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』実
施
の
お
知
ら
せ

令
和
８
年
度
分
会
費
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

小
江
戸
と
ち
ぎ
人
形
ま
つ
り
開
催
の
ご
案
内

４
月
23
日（
木
）

　

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、「
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
４
／
１
〜
６
／
30
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
本
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
』
を
会
員
の
皆
様
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
会
員
事
業
所
の
福
祉
向
上
に
お
役
立
て
い
た
だ

く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
』
は
、
経
営
者
・
役
員
の
皆
様
の

保
障
や
退
職
金
準
備
他
、
入
院
・
介
護
・
老
後
に
備
え
た
様
々

な
保
障
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
も
の
で
す
。

　

商
工
会
議
所
職
員
と
ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
の
担
当

社
員
が
お
伺
い
し
た
際
に
は
、
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
分
（
全
・
前
期
）
会
費
の
口
座

振
替
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
指
定
の
預
金
口
座

の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
で
な
い
会
員
様
に
は
、

振
込
通
知
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

※
口
座
振
替
の
お
手
続
き
を
ご
希
望
の
方
は
、

総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

当
所
で
は
、
前
年
に
引
き
続
き
、
健
康
経
営
優
良
法
人
２

０
２
６
（
中
小
規
模
法
人
部
門
）
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
認

定
期
間
は
１
年
間
。
認
定
６
年
目
と
な
る
本
年
も
、
健
康
経

営
優
良
法
人
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
健
康
管
理
に
十
分
配

慮
し
、
能
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
働
き
や
す
い
充
実

し
た
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
健
康
課
題
に
則

し
た
取
り
組
み
や
、
日
本

健
康
会
議
が
進
め
る
健
康

増
進
の
取
り
組
み
を
も
と

に
、
特
に
優
良
な
健
康
経

営
を
実
践
し
て
い
る
法
人

が
顕
彰
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※「
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
」
は
、
商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福
祉
制

度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し
全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
お
よ
び

ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
組
織
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
課　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
課　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
事
務
局　

℡
23
-３
１
３
１

認
定
制
度
と
は
？

「
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
６
」に
認
定
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NO.460 令和８年４月10日発行 編集／青年経営者会

青年経営者会NEWS

〈思いを語る卒業生〉 〈送辞を述べる市川君〉

白沢　　敦　君（エイジェイスタッフ㈱） 木村　美晃　君（北関東新聞販売㈱） 笠原　空也　君（㈲カサハラ工房）

坂本　晴彦　君（㈱坂本好花園） 藤沼　紀彦　君（税理士法人FMC） 村上　竜一　君（㈱ノーブルホーム）

〈令和７年度卒業生（生年月日順）〉

　３月14日、40周年委員会が主管となり３月例会「卒業式」
を開催し、会員30名が出席した。
　本例会は、令和８年３月に卒業を迎える先輩方の功労を
たたえるとともに、YEG活動を通して得られた知識や経験
をうかがい、今後の会の活動や経営者としての資質向上を
図ることを目的に開催したもの。
　今年度の６名の卒業生のうち、笠原空也君、坂本晴彦君
の２名が出席し、YEGから得られたものやそれぞれの思い
が後輩たちに伝えられた。参加者は、ＹＥＧの今後を担う
ものとして、先輩方の言葉に熱心に耳を傾けていた。
　最後に、卒業生に対し市川次年度会長予定者より送辞が
述べられた。
　ご出席をいただいた卒業生の皆様、会員の皆様に感謝を
申し上げます。

40周年委員長　長谷川　明

　２月27日、群馬県伊勢崎市において、日本商工会議所青年部「第45回 全
国大会 つる舞う形のGUNMAいせさき大会」が開催（総登録者12,037名）
され、当会からは９名が参加した。
　本大会は、毎年全国から会員が集結し、研鑽と交流の場を設けて青年経
済人としての資質向上と連帯を深めること、併せて、開催地の文化や産業
を全国に発信し、地域経済の活性化に寄与することを目的としている。
　大会の参加を通じ、全国各地のYEGメンバーと交流を図り、新たな気付
きや連携の強化に繋がる大変有意義な機会となった。

運営専務　須藤　大和

　当会では、令和8年度の活動を本格的に開始した。委員会間の連携を密にし会員の参画意識を高めるとともに、
ビジネスに直結する研鑽と交流を実施し、女性活躍推進や地方創生に一層踏み込んだ活動を展開する。 
　また、来年度に開催を控える「関東商工会議所女性会連合会栃木大会」の準備も、着実に進めていく。

令和８年度事業がスタート

祝 ３月例会「卒業式」を開催

日本商工会議所青年部「第45回 全国大会 つる舞う形のGUNMAいせさき大会」に参加

２月27日開催

２月18日開催
事業委員会 歌舞伎等伝統文化への知見を深める視察研修を検討中。経営に資する複合的な研修を目指す。

とちぎ太鼓まつりは、「青少年育成・地方創生・伝統芸能の継承」という趣旨に基づき、次世代
を担う子供たちや社会に貢献するためのより良い形の開催を目指し、今後も協議を重ねる。
会員が講師を務める「アクセサリー作り体験」と「懇親会」を7月に開催予定。会員間でノウハ
ウや強みを共有し、強固なビジネスネットワークを構築する。

交流委員会

［各委員会の開催報告］


